
【市長と語る懇談会 記録】 

 

開催日       平成 25 年 5 月 16 日（木） 

地区/会場      城田小学校区/ 

ＪＡ伊勢城田支店 会議室 

参加者数      28 人 

後日回答となった質問 1 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

《質問・意見》 

ビジネスホテル羽根付近で外国人に英語で質問された。内容は外宮・内宮へ行くにはど

うしたら良いかだった。国道 23 号からの表示（誘導サイン）を設置したら良いのではない

か。 

 

《回答》 

（観光事業課） 

国道 23 号からの誘導が少ないということは、他のお客様からもご意見を頂戴している。

平成 23 年度から市内に案内誘導看板を順次整備しており、今年度も整備を予定している。 

 

近年、ウォーキングや自転車で観光されるお客様も増えてきているので、市内に英語表

記付きの観光案内看板を設置した。「ここにもあれば良い」という所があればご意見を頂

戴したい。 

 

《質問・意見》 

防災の放送（広報の放送：こちらは「広報いせ」です。という放送）がこだまして聞き

取りにくいことが多い。非常事態に聞き逃したら避難もできない。玉城や小俣では家の中

に受信機（戸別受信機）があるという話も聞いた。そういった物は旧市内でもあるのか。 

 

《回答》 

防災という面では有線放送や携帯電話への防災メール（登録制）及び防災 FAX、電話で

の問い合わせ等の対応で補足させてもらっているが、旧小俣町や旧二見町では戸別受信機

を使用していたため、そちらの方が良いという声があるのも事実である。今年度から 3 ヵ

年の限定だが地域コミュニティー（有線放送やエリアメール、コミュニティー放送等）へ

の補助を出させてもらっている。これについては上限が 250 万円で 2/3 が市の補助、1/3

が地域の負担となる。中学校単位で説明をさせていただいた。地域単位の取り組みとなっ

ている。 

 



《質問・意見》 

日本水泳連盟の公認指導員をやっているが、3・11 で死亡した人の大半が溺死だった。

被災地の小中高生に水泳の練習をさせていたのか気になるところである。防災面から見て

も、溺死しないように水泳の練習ができるように、市内に温水プールを新設してもらえな

いか。Ｂ＆Ｇとやすらぎプールはあるが、高齢者の健康づくりという面でも、1 年中水泳

ができるように子供たちや高齢者に場所を与える検討をして欲しい。 

 

《回答》 

以前は国民健康保険の制度の中で、健康づくりとして民間のプールに行きやすいような

制度を設けていた。行革の関係で廃止になったが、もう 1度見直したいと思う。 

新しいプールは簡単には出来ないが、Ｂ＆Ｇとやすらぎプールはアピールしていく。 

 

《質問・意見》 

県道 37 号線について渋滞がひどい。特にサガミのうどん店の交差点で、ひどい時には玉 

城まで渋滞が延びている。渋滞緩和策を検討してもらえないか。希望は中須町から論出の

あたりに橋梁を新設していただきたいが・・・ 

 

《回答》 

橋梁の新設については滞っているのが現状である。渋滞対策はバイパスを作るか道路を

拡幅するかしかないと思うが、全体の通行量や交通の流れによって渋滞を及ぼす。状況は

県も承知であろうが、地元の声を県に伝えます。 

 

（都市整備部） 

城田で道路の要望をいただいているのが、城田中学校の所から松田精工の所へ行く道路

の測量を行う予定である。今の件については、持ち帰って担当部局と調整したい。 

 

《質問・意見》 

左岸河川敷の川端町から中須町にかけて、現在観光バスが停車できるように整備をして

いるが、将来的に野球場を作るとか遊歩道を作るとかという話も聞こえてくるが、全体像

は確定しているのか。整備内容が確定しているのであれば、城田地区の住民に説明会を開

いてもらい、地域住民の声も反映させて欲しいが・・・ 

神宮式年遷宮用の駐車場を計画されていると聞いたが、渋滞もするのではないか。また

トイレの設置等、環境面においても対策がいるのではないか。 

 

《回答》 

現在、案としては、野球場として整備できないかと聞いている。なぜ野球場かというと、

これまでの河川改修によって、今まであった野球場が 3～4面なくなったので、宮川左岸高

水敷活用検討委員会で検討してもらった経緯がある。現時点で分かる範囲でご報告させて

いただきたいと思う。 

遷宮用ではなく、お白石持行事の時だけを考えている。それ以外としては、特化した 

土・日曜日を。また、空バスを一時的に駐車するだけである。 

（後日回答） 

宮川左岸河川敷の利用について、今年度の利用については、白石持ち行事に参加される
外宮奉献特別神領民の観光バス臨時駐車場として利用することとなっております。 



平成 23 年には宮川左岸高水敷利用計画（案）を示し、パブリックコメントを行い、ご意
見を頂いておりますが、現時点では、来年度以降の利用計画については決まっておりませ
ん。 
今後の利用計画及び維持管理方法については、パブリックコメントの意見を鑑み、地元

城田地区住民の意見を反映し、河川管理者である国土交通省と協議をしながら、策定して
いきたいと考えております。 

 

《質問・意見》 

河川改修について、左岸側の改修内容の青写真はもらっているが、なかなか着工されな

いように思う。また、現在は吸い取った砂利を河川敷に置いているので、洪水時に危ない

と思われる。大型車両も通るため、堤防が地割れしている所もある。地元からも要望して

いるが、市からも国に働きかけて補修を早くしてほしい。 

 

《回答》 

要望したい。 

 

《質問・意見》 

小俣町の離宮の湯を利用するが、一人が着替えていると狭いので、他のロッカーの使用 

がしづらい。もう少し更衣室を広くしてもらえないか。便所の出っ張りを工夫できないか。 

 

《回答》 

担当に伝えて現場確認させる。 

 

《質問・意見》 

独居老人で市営住宅に住んでいる人に相談されたが、2階建てに住んでおり、階段の上 

り下りに苦慮している。平屋建てに転居できないか。また、引越し費用に対して補助はな

いのか。 

 

《回答》 

転居は可能である。ただし、同じ団地内で空き部屋があればということと、引越し費用

は自己負担になるという条件になる。 

シルバー人材センターが 30 分 500 円サービスも行っているので、そちらの活用もしてい

ただければどうかと思う。 

 


